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は
じ
め
に

良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
以
下
、『
伝
通
記
』）
は
、
善
導
大
師
（
以
下
、
諸
師

の
敬
称
を
略
す
）『
観
経
疏
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
善
導
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て

「
今
欲
出
此
観
経
要
義
楷
定
古
今
」（『
浄
全
』
二
、七
二
頁
上
）
と
述
べ
、
善
導
以
前

に
著
さ
れ
た
『
観
経
』
注
釈
書
に
お
け
る
『
観
経
』
理
解
を
批
判
し
、
独
自
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。
善
導
以
前
に『
観
経
』の
注
釈
書
を
著
し
た
諸
師
は
、浄
影
寺
慧
遠
・

嘉
祥
寺
吉
蔵
・
天
台
大
師
智
顗
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
善
導
が
と
く
に
批
判
の

対
象
と
し
て
い
る
の
は
浄
影
寺
慧
遠
（
以
下
、
慧
遠
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

良
忠
は
浄
土
宗
の
三
祖
と
い
う
位
置
に
あ
る
。『
伝
通
記
』
は
善
導
『
観
経
疏
』

の
注
釈
で
あ
り
、
法
然―

聖
光
と
次
第
す
る
教
学
を
踏
ま
え
た
『
観
経
』
解
釈
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
伝
通
記
』
に
は
善
導
が
古
今
楷
定
と
し
て
批
判
の
対
象
と

し
た
慧
遠
・
吉
蔵
・
智
顗
の
注
釈
書
の
説
示
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
引
用
数
も

少
な
く
な
い
。
善
導
が
批
判
し
た
説
示
を
そ
の
注
釈
書
に
お
い
て
用
い
る
意
図
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
に
お
い
て
は
、
善
導
が
批
判
の
対
象
と
し
た
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
を
良
忠
が

ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
引
用
の
傾
向
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
善
導
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
諸
師
批
判

善
導
は
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
以
前
に
著
さ
れ
て
い
る
『
観
経
』
注
釈

書
の
理
解
に
対
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
批
判
内
容
に
つ
い
て
は
、
善
導
の

『
観
経
』
解
釈
の
独
自
性
を
示
す
研
究
の
上
で
諸
先
学
に
お
い
て
善
導
と
諸
師
と
の

相
違
点
が
指
摘
さ
れ
、
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
先
学
と
し
て
は
結
城
令
聞
氏（

（
（

や
大
原
性
実
氏（

（
（

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
、
阿
川
貫

達
氏
は
「
浄
土
列
祖
よ
り
見
た
る
浄
影（

（
（

」
に
お
い
て
慧
遠
の
説
示
内
容
と
浄
土
宗
義

を
比
較
検
討
し
、
整
理
を
行
っ
た
う
え
で
浄
土
宗
の
列
祖
の
説
示
内
容
か
ら
慧
遠
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

柴
田
泰
山
氏
は
『
善
導
教
学
の
研
究（

（
（

』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
先
学
を
踏
ま
え

た
う
え
で
そ
の
内
容
を
整
理
し
、
以
下
の
八
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

・『
観
経
』
科
段
の
問
題

　

・
九
品
階
位
設
定
の
問
題

　

・『
観
経
』
所
説
の
十
六
観
の
取
り
扱
い

　

・
定
散
二
善
の
取
り
扱
い

　

・
仏
身
論

　

・
韋
提
希
凡
夫
論

　

・
韋
提
得
忍
の
場
所

　

・
韋
提
得
忍
の
階
位

柴
田
氏
は
こ
れ
ら
の
内
容
が
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
中
に
お
い
て
善
導
が
自
説
を

強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
先
学
に
お
け
る
善
導
と
諸
師
と
の
相

違
点
の
指
摘
は
「
玄
義
分
」
の
定
散
料
簡
門
・
和
会
経
論
相
違
門
・
得
益
分
斉
に
相

当
す
る
内
容
を
再
認
識
し
て
い
る
も
の
と
み
て
い
る（

（
（

。

天
良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

―
―

浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
を
中
心
に―

―
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柴
田
氏
は
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
善
導
の
諸
師
批
判
の
表
現
に
着
目
し

て
整
理
を
行
い
、
と
く
に
厳
し
い
批
判
表
現
が
み
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
次
の
七
点
を

挙
げ
て
い
る
。

①
定
散
二
善
に
つ
い
て
（
玄
義
分
）

②
九
品
階
位
設
定
論
（
玄
義
分
：
道
理
破
お
よ
び
出
文
顕
証
）

③
別
時
意
会
通
説
（
玄
義
分
）

④
阿
弥
陀
仏
報
身
論
の
主
張
（
玄
義
分
）

⑤
八
戒
の
規
定
に
つ
い
て
（
序
分
義
：
禁
父
縁
）

⑥
韋
提
希
凡
夫
論
お
よ
び
韋
提
希
得
忍
の
階
位
に
つ
い
て
（
序
分
義
：
定
善
示

観
縁
）

⑦
第
八
像
想
観
の
解
釈
（
定
善
義
：
第
八
像
想
観
）

柴
田
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
批
判
表
現
は
自
説
に
お
い
て
許
容
さ
れ
得
な
い
『
観

経
』
解
釈
が
な
さ
れ
る
問
題
に
対
し
て
使
用
さ
れ
、
善
導
は
「
未
来
世
一
切
衆
生
の

救
済
」
と
い
う
自
身
の
『
観
経
』
解
釈
の
正
当
性
を
主
張
し
た
と
し
て
い
る（

（
（

。

以
上
、
先
学
に
お
け
る
善
導
の
諸
師
批
判
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

結
城
氏
・
大
原
氏
・
阿
川
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
善
導
と
諸
師
と
の
相
違
点
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
阿
川
氏
に
お
い
て
は
浄
土
宗
列
祖
の
慧
遠
観
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い

る
。
柴
田
氏
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
批
判
表
現
の
整
理
に
よ
っ
て
、
善
導
の
教
義
的

な
主
張
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
柴
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
善
導
の
諸
師
批
判
の
内
容
は
善
導
に
と
っ
て

許
容
さ
れ
得
な
い
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
柴
田
氏
が

指
摘
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
良
忠
が
善
導
の
批
判
対
象
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
慧
遠
の

説
示
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
を
整
理
し
、『
伝
通
記
』に
お
け
る
慧
遠
の
説
示
、

と
く
に
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
傾
向
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

二
、
良
忠
の
み
る
浄
影
寺
慧
遠

さ
て
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
傾
向
を
み
る
前
に
、

良
忠
が
慧
遠
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
概
観
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
、
阿
川
貫
達
氏
の
論
考
が
あ
る
た
め
、
阿
川
氏
の
指
摘
に
基
づ
い
て
概
観
す
る
。

阿
川
氏
は
『
玄
義
分
記
』
に
あ
る
次
の
問
答
を
指
摘
す
る
。

問
、
偏
用
善
導
頗
似
偏
執
。
淨
影
釋
義
之
高
僧
、
嘉
祥
三
論
之
祖
師
、
天
台
法

華
之
宗
師
也
。
位
至
五
品
證
發
三
昧
、
身
備
十
徳
、
心
住
十
乘
。
昔
在
靈
山
聽

法
華
、
今
生
神
州
弘
一
乘
。
南
山
依
天
告
、
知
靈
山
聽
衆
。
香
象
歎
曰
、
南
岳
・

天
台
是
僧
中
師
子
象
也
。
凡
大
法
東
漸
未
有
如
此
徳
行
。
何
局
『
觀
經
』
致
其

謬
解
。
須
依
彼
『
疏
』
而
求
出
離
如
何
。

答
、
先
師
云
「
諸
師
非
愚
。
所
掌
各
異
。
皆
如
來
使
知
機
、
知
時
、
各
弘
其
教
。

但
於
淨
土
宗
、
今
師
不
似
餘
師
也
。
機
・
教
得
時
。
何
師
諍
徳
。
依
用
今
師
即

有
三
由
。
一
入
於
大
藏
信
手
探
之
、
得
『
觀
無
量
壽
經
』。
二
禀
承
西
河
。
三

發
得
三
昧
」｛
云
云
｝。
今
加
云
、
四
證
定
疏
。
五
今
師
本
地
即
彌
陀
也
。
豈
迷

本
地
利
益
、
徒
設
末
俗
謬
解
。
就
中
證
定
祈
願
之
時
、
即
云
爲
楷
定
古
今
。
和

尚
已
前
作
『
觀
經
疏
』
天
台
等
三
師
也
。
即
知
、天
台
鑒
當
機
弘
圓
宗
以
爲
正
、

善
導
鑒
遐
代
弘
淨
土
以
爲
正
。
兩
師
倶
是
内
鑒
冷
然
。
所
解
豈
違
。
各
當
其
機

設
一
化
耳
（『
浄
全
』
二
、八
一
頁
上
～
下
）。

こ
の
問
答
の
問
い
に
お
い
て
『
観
経
』
注
釈
書
を
著
し
た
慧
遠
・
吉
蔵
・
智
顗
に
つ

い
て
人
物
の
端
的
な
評
価
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
な
ぜ
善
導
の

解
釈
に
よ
る
べ
き
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
良
忠
は
聖
光
の
説
示
を
用
い
、
さ
ら

に
自
説
を
加
え
て
答
え
て
い
る
が
、
阿
川
氏
は
、
聖
光
の
諸
師
に
対
す
る
評
価
を
そ

の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
良
忠
の
諸
師
に
対
す
る
見
方
で

あ
る
と
言
い
得
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
問
い
に
お
い
て
「
淨
影
釋
義
之
高
僧
」
等
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

含
め
、
良
忠
は
聖
光
の
「
諸
師
非
愚
。
所
掌
各
異
。
皆
如
來
使
知
機
、
知
時
、
各
弘
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其
教
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
慧
遠
を
含
む
諸
師
に
対
し
て
敬
意
を
払

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
阿
川
氏
は
同
じ
く
『
玄
義
分
記
』
に
次
の
問
答
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

問
、
今
題
名
中
可
含
依
報
徒
衆
等
耶
。

答
、
釋
家
不
同
（『
浄
全
』
二
、一
三
六
頁
上
）。

こ
れ
に
続
い
て
良
忠
は
当
該
問
い
に
関
す
る
慧
遠
・
智
顗
・
吉
蔵
・
元
照
の
説
示
を

引
用
し
て
い
る
が
、
阿
川
氏
は
と
く
に
元
照
の
説
示
の
な
か
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ

る
と
す
る
。

靈
芝
云「
極
樂
國
土
即
是
依
報
。攝
前
六
觀
。無
量
壽
下
即
是
正
報
。攝
後
十
觀
。

觀
佛
總
前
三
觀
。
下
二
菩
薩
總
攝
七
觀
。
故
此
一
題
十
六
皆
足
。
次
名
中
淨
除

業
障
總
前
十
六
觀
行
力
用
。
觀
成
破
障
即
見
因
也
。
生
諸
佛
前
即
來
果
也
。
不

指
彌
陀
而
言
諸
佛
者
。
即
下
經
云
見
無
量
壽
佛
者
即
見
十
方
無
量
諸
佛
等
。
今

翻
譯
家
止
用
初
名
仍
從
省
約
。
但
據
觀
佛
深
合
經
旨
。
天
台
『
疏
』
云
《
擧
正

報
以
收
依
報
。
述
化
主
以
包
徒
衆
。
觀
雖
十
六
言
佛
便
周
》。
此
約
擧
要
包
攝

前
後
釋
也
。
遠
師
『
疏
』
云
《
此
經
以
觀
佛
爲
主
。
故
偏
擧
之
》。
此
據
經
宗

諸
觀
相
從
釋
也
。
今
詳
兩
釋
後
義
最
長
。
以
正
爲
觀
佛
。
須
先
國
土
以
爲
由
漸
。

後
因
觀
佛
旁
及
徒
衆
以
顯
周
遍
。
是
以
佛
觀
文
中
。
獨
名
念
佛
三
昧
也
」｛
已
上
｝

（『
浄
全
』
二
、一
三
六
頁
下
～
一
三
七
頁
上
）。

良
忠
が
諸
師
の
説
示
を
紹
介
す
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
元
照
の
説
示
を
引
用
す
る

際
も
元
照
が
智
顗
・
慧
遠
の
説
示
を
引
用
し
て
一
言
す
る
部
分
ま
で
は
示
す
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
良
忠
は
あ
え
て
智
顗
・
慧
遠
の
解
釈
に
対
す

る
元
照
の
考
察
部
分
ま
で
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
阿
川
氏
は
、
あ
え
て
こ
の
部

分
ま
で
を
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
良
忠
は
「
慧
遠
の
義
が
最
も
長
じ
て
い
る
」

と
い
う
元
照
の
慧
遠
評
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
良
忠
の
慧
遠
に

対
す
る
態
度
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

阿
川
氏
は
こ
れ
ら
の
説
示
を
指
摘
し
総
評
し
て
、

淨
影
を
引
用
す
る
は
、
釋
義
の
巧
妙
な
る
こ
と
、
そ
の
理
門
の
方
面
に
就
て

用
ふ
べ
き
は
之
を
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（『
今
岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』

八
六
〇
頁
）。

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
良
忠
の
基
本
的
な
立
場
と
し
て
は
、
諸
師
に
敬
意
を
払
い

つ
つ
、
善
導
の
教
義
と
の
相
違
点
に
お
い
て
は
斥
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
具
体
的
に
良
忠
が
慧
遠
の
説
示
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
の
か
、
次
節
に

お
い
て
実
際
に
慧
遠
著
作
の
引
用
状
況
を
整
理
し
、
ま
た
柴
田
氏
の
研
究
を
踏
ま
え

て
そ
の
引
用
傾
向
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

三
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る
浄
影
寺
慧
遠
著
作
の
引
用

前
節
に
お
い
て
阿
川
氏
の
研
究
か
ら
良
忠
の
慧
遠
観
を
う
か
が
っ
た
。
本
節
に
お

い
て
は
『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
著
作
の
引
用
状
況
を
整
理
し
て
み
た
い
。

管
見
の
限
り
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
の
著
作
と
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
の
引
用

数
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（
（

。

慧
遠
著
作
名

『
伝
通
記
』
中

の
引
用
数

引
用
箇
所

（『
浄
全
』
二
巻
）

①
『
観
経
義
疏
』
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次
節
表
参
照
。

②
『
無
量
寿
経
義
疏
』

５

P90 上
P92 下
P171 上
P172 下
P368 上

③
『
大
乗
義
章
』

５

P113 上
P122 上
P133 上
P204 上
P207 上

④

出
典
不
明

３

P207 上
P233 下
P382 上



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

�

こ
の
よ
う
に
『
伝
通
記
』
に
お
い
て
慧
遠
の
著
作
は
一一

〇
箇
所
確
認
で
き
る
。
そ

の
な
か
で
『
観
経
義
疏
』
が
多
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
の
目
的

に
つ
い
て
お
お
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
善
導
が
批
判
す
る
説
示
の
出
典
、
経
文
・
疏

文
の
語
句
解
釈
、
善
導
が
解
釈
し
な
い
部
分
の
代
釈
、
良
忠
自
説
の
論
拠
な
ど
が
あ

る
。『

無
量
寿
経
義
疏
』『
大
乗
義
章
』
の
引
用
目
的
を
み
て
み
る
と
、『
大
乗
義
章
』

の
引
用
は
ほ
ぼ
語
句
解
釈
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、『
無
量
寿
経
義
疏
』
は
語
句
解
釈

の
た
め
や
善
導
が
批
判
す
る
説
示
の
出
典
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
概
で

あ
る
。

前
記
表
で
示
し
た『
観
経
義
疏
』以
外
の
二
書
の
引
用
の
う
ち
、良
忠
は
唯
一
、九
二

頁
下
段
に
引
か
れ
る
『
無
量
寿
経
義
疏
』
の
説
示
を
斥
け
て
い
る
。

問
、
法
身
無
所
居
。
何
云
「
盡
十
方
」。
故
淨
影
『
大
經
疏
』
云
「
法
身
平
等

實
無
棲
託
。
示
化
有
方
。
故
云
住
耳
」。

答
、
法
身
身
土
、
其
證
非
一
。
何
遍
云
「
無
」。『
普
賢
觀
』
云
「
毘
盧
遮
那
遍

一
切
處
。
其
佛
住
處
名
常
寂
光
」｛
已
上
｝。
擧
一
例
諸
。
但
雖
理
體
無
有
方
處
、

而
遍
十
方
。
約
所
遍
廣
、以
能
遍
理
名
「
盡
十
方
」（『
浄
全
』
二
、九
二
頁
下
）。

こ
れ
は
善
導
『
観
経
疏
』
十
四
行
偈
の
「
帰
命
盡
十
方
法
性
眞
如
海
」（『
浄
全
』
二
、一

頁
上
）
の
「
盡
十
方
」
と
「
法
性
眞
如
海
」
の
関
連
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。

良
忠
は
『
伝
通
記
』
に
お
い
て
「
法
性
眞
如
海
」
を
仏
の
法
身
で
あ
る
と
し
て
、

そ
う
す
る
と
解
釈
上
、
法
身
が
「
盡
十
方
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
慧
遠

の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
「
法
身
平
等
實
無
棲
託
」（『
正
蔵
』
三
七
、九
三
頁
中
）

と
い
う
説
示
が
あ
り
、
こ
の
相
違
に
つ
い
て
解
説
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は

慧
遠
の
『
観
経
』
解
釈
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
、『
観
経
疏
』
の
語
句
解
釈
上
に

生
じ
た
問
題
で
あ
り
、『
観
経
』
解
釈
も
含
め
た
仏
身
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

で
は
次
に
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

四
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る

浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用

ま
ず
『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

以
下
の
表
は
善
導
『
観
経
疏
』
の
科
段
を
示
し
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
『
観

経
義
疏
』
の
引
用
箇
所
と
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
紙
面
の
都
合
上
、
引
用

が
あ
る
科
段
の
み
を
示
し
た
。

科
段

引
用
箇
所
（『
浄
全
』
二
）

引
用数

『玄義分記』（31）

疏
題

P75 下

1

十
四
行
偈

P91 上

1

釈
名
門

P135 下 
P136 上 
P137 下 
P141 上 
P144 上 
P145 下 
P148 下 
P150 上

8

宗
旨
門

P153 下 
P157 上 
P158 下

3

定
散
料
簡
門

P165 上 
P166 上

2

和
会
経
論相

違
門

諸
師
解

P169 上 
P169 上 
P169 下 
P170 上 
P170 下 
P170 下 
P171 上 
P171 下 
P172 上 
P172 上 
P172 下 
P172 下

12

二
乗
種
不
生

P204 上 
P204 上 
P213 下 
P214 上

4

分
科

P218 下 
P218 下 
P220 下 
P220 下

4

証
信
序

P221 下 
P223 上 
P225 上

3



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て
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『序分義記』（40）

発
起
序

化
前
序

P226 下 
P231 上

2

禁
父
縁

P234 上 
P240 下 
P245 上

3

禁
母
縁

P253 上 
P253 下 
P254 下 
P254 下

4

厭
苦
縁

P255 下 
P256 下 
P258 上

3

欣
浄
縁

P260 下 
P260 下 
P261 上 
P261 下 
P262 上 
P262 上 
P262 上

7

散
善
顕
行
縁

P269 下 
P271 下 
P272 上 
P272 下 
P278 上 
P279 上 
P279 下 
P282 上

8

定
善
示
観
縁

P284 下 
P288 上 
P289 上 
P289 下 
P292 上 
P293 上

6

正
宗
分
総
標

P295 上
P295 下

2

水
想
観

P307 上 
P317 上

2

宝
池
観

P330 下

1

『定善義記』（19）

宝
楼
観

P334 下

1

像
想
観

P343 上 
P343 下 
P345 下

3

真
身
観

P348 上 
P356 下

2

観
音
観

P358 上 
P358 上 
P360 上

3

勢
至
観

P362 下

1

普
観

P365 上

1

雑
想
観

P366 上 
P368 上 
P369 上

3

『散善義記』（7）

三
福
九
品

P373 上

1

上
輩
観

上
品
上
生

P390 下 
P406 上

2

上
品
中
生

P410 下

1

中
輩
観

中
品
上
生

P415 上 
P416 上

2

中
品
下
生

P419 下

1

　

総
計
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引
用
数
の
み
を
み
る
と
、「
玄
義
分
」・
諸
師
解
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
の
部
分
は
善
導
が
諸
師
の
解
釈
し
た
九
品
の
階
位
を
示
す
箇
所
で
あ

り
、
良
忠
は
善
導
が
「
諸
師
云
」
と
示
す
説
示
の
出
典
と
し
て
慧
遠
『
観
経
義
疏
』

の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
目
的
は
ほ
ぼ
出
典
確
認
の
た
め
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

残
念
な
が
ら
本
論
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
引
用
す
べ
て
を
検
討
す
る
こ
と
は
紙
面
の

都
合
上
不
可
能
な
の
で
、
ま
ず
本
節
で
は
柴
田
氏
の
研
究
に
お
い
て
善
導
の
厳
し
い



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

�

批
判
表
現
が
み
ら
れ
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
七
項
目
に
該
当
す
る
箇
所
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
た
い
。

柴
田
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
は
先
に
一
覧
に
し
た
が
、こ
こ
で
は
改
め
て
『
伝
通
記
』

に
お
け
る
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
の
有
無
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
、
そ
の

後
、
一
々
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

忠
は
こ
の
部
分
の
注
釈
に
お
い
て
諸
師
の
定
善
・
散
善
の
分
別
に
関
す
る
説
示
を
引

用
し
て
い
る（

（
（

。

二
、十
六
定
善
、
對
今
十
三
定
善
義
成
二
相
違
。
即
文
云
「
通
合
十
六
觀
以
爲

定
善
」
解
此
相
違
。
此
乃
三
四
問
答
、
不
同
彼
解
也
。

「
諸
師
將
思
惟
」
等
者
、
此
引
他
師
解
。

こ
れ
に
続
い
て
、慧
遠
・
智
顗
・
知
礼
の
「
思
惟
」「
正
受
」
に
対
す
る
説
示
を
引
用
し
、

さ
ら
に
、

「
合
十
六
觀
以
爲
定
善
」
者
、此
明
諸
師
三
輩
亦
爲
定
故
、十
六
定
善
以
合
正
受
。

三
輩
定
者
、

と
し
て
慧
遠
・
智
顗
・
吉
蔵
・
元
照
の
説
示
を
引
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
引
用
は
良
忠
が
慧
遠
の
説
示
を
批
判
す
る
た
め
で
は
な
く
、
善
導
が
指

摘
し
て
批
判
す
る
諸
師
の
解
釈
と
し
て
そ
の
説
示
を
紹
介
す
る
に
留
め
て
い
る
。

む
し
ろ
良
忠
は
こ
の
部
分
に
お
い
て
元
照
『
観
経
新
疏
』
の
説
示
を
受
け
た
法
然

門
下
の
異
義
、
と
く
に
長
西
『
観
経
疏
光
明
抄
』
の
説
に
対
応
し
て
い
る（

（
（

。

②
九
品
階
位
設
定
論

良
忠
は
柴
田
氏
が
指
摘
す
る
当
該
箇
所
の
注
釈
に
お
い
て
慧
遠
の
説
示
は
引
用
し

て
い
な
い
。
か
わ
り
に
慧
遠
の
九
品
に
関
す
る
説
示
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
道
理
破

に
お
い
て
善
導
が
示
す
諸
師
の
説
の
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

柴
田
氏
が
指
摘
す
る
表
現
が
含
ま
れ
る
階
位
は
上
品
中
生
・
上
品
下
生
・
中
品
上

生
で
あ
る
が
、
良
忠
は
慧
遠
の
説
示
に
対
し
て
積
極
的
な
批
判
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
善
導
が
批
判
す
る
慧
遠
の
説
示
を
出
典
と
し
て
示
し
、
慧
遠
の
九
品
設
定
に

対
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
る（

（（
（

。

④
阿
弥
陀
仏
報
身
論
の
主
張

善
導
が
阿
弥
陀
仏
を
応
身
で
は
な
く
報
身
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
が
、
良
忠
は
『
観
経
疏
』
の
以
下
の
一
文
の
注
釈
に
お
い
て
慧
遠
の

仏
身
に
関
す
る
説
示
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

「
然
報
應
二
身
者
眼
目
之
異
名
」
者
、
此
明
報
應
一
體
異
名
、
而
破
他
師
。
謂

内　

容

該
当
科
段

『
伝
通
記
』
中
の
引
用

①

定
散
二
善
に
つ
い
て

玄
義
分
：
定
散
料
簡

有

②

九
品
階
位
設
定
論

玄
義
分
：
道
理
破

お
よ
び
出
文
顕
証

無

③

別
時
意
会
通
説

玄
義
分
：
別
時
意
会
通

無

④

阿
弥
陀
仏
報
身
論
の
主
張

玄
義
分
：
二
乗
種
不
生

有

⑤

八
戒
の
規
定
に
つ
い
て

序
分
義
：
禁
父
縁

有

⑥

韋
提
希
凡
夫
論

お
よ
び
韋
提
希
得
忍
の
階

位
に
つ
い
て

序
分
義
：
定
善
示
観
縁

有

⑦

第
八
像
想
観
の
解
釈

定
善
義
：
第
八
像
想
観

有

こ
の
よ
う
に
②
九
品
階
位
設
定
論
と
③
別
時
意
会
通
説
に
関
し
て
慧
遠『
観
経
義
疏
』

の
引
用
は
み
ら
れ
な
い
が
、
今
回
、
②
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
善
導
の
対
論
者
は
善

導
以
前
の
諸
師
で
あ
る
た
め
言
及
し
、
③
に
つ
い
て
は
そ
の
批
判
の
対
象
が
摂
論
家

で
あ
る
た
め
今
回
の
考
察
対
象
と
は
し
な
い
。

な
お
柴
田
氏
が
指
摘
す
る
善
導
の
批
判
表
現
の
実
際
の
文
章
に
つ
い
て
は
同
氏

『
善
導
教
学
の
研
究
』
第
五
章
第
二
節
第
二
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
定
散
二
善
に
つ
い
て

こ
の
箇
所
は
善
導
が
諸
師
の
十
六
定
善
説
を
批
判
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
良



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

�

第
二
身
『
金
光
明
經
』
及
梁
『
攝
論
』
名
曰
應
身
。
諸
餘
經
論
名
爲
報
身
。

然
淨
影
『
大
乘
義
章
』
云
「
眞
合
應
開
如
金
光
明
」｛
已
上
｝。
合
法
與
報
名
爲

眞
身
。
故
云
「
眞
合
」。
開
八
相
應
無
而
欻
有
爲
應
化
二
。
故
云
「
應
開
」。

同
『
觀
經
疏
』
云
「
佛
具
三
身
。
一
者
眞
身
、
謂
法
與
報
。
二
者
應
身
、
八
相

現
身
。
三
者
化
身
、
隨
機
現
起
。
依
如
『
大
經
』、
上
品
之
人
見
佛
應
身
而
來

迎
接
、中
品
見
化
、下
品
夢
覩
不
辨
化
應
。
眞
身
常
寂
無
迎
接
相
。
爲
是
不
論
」。

又
云
「
今
此
所
論
、
是
應
非
眞
」｛
已
上
｝。
此
等
謬
解
『
金
光
明
』
文
、
以
八

相
應
爲
第
二
身
。
爲
破
此
義
作
此
釋
也
（『
浄
全
』
二
、二
〇
四
頁
上
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
前
項
と
同
じ
く
良
忠
の
積
極
的
な
批
判
は
な
く
、
善
導
が
批
判

す
る
根
拠
を
提
示
し
、
慧
遠
の
仏
身
の
設
定
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
八
戒
の
規
定
に
つ
い
て

次
に
『
観
経
』
禁
父
縁
に
お
け
る
「
八
戒
」
の
規
定
に
つ
い
て
、
こ
こ
は
慧
遠
が

八
戒
斎
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
善
導
は
あ
く
ま
で
も
八
戒
で
あ
る
と
し
て
い

る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
善
導
の
批
判
対
象
と
し
て
慧
遠
の
説
示
が
あ
る
こ
と
は
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。『
伝
通
記
』
禁
父
縁
注
釈
中
に
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
は
確
認

さ
れ
る
が
、
良
忠
は
当
該
箇
所
の
注
釈
に
お
い
て
慧
遠
の
説
示
は
引
用
せ
ず
、
善
導

の
思
想
背
景
や
父
王
が
八
戒
を
要
請
し
た
理
由
、
ま
た
戒
と
斎
に
関
す
る
論
疏
の
説

示
な
ど
に
言
及
し
て
い
る（

（（
（

。

⑥
韋
提
希
凡
夫
論
お
よ
び
韋
提
希
得
忍
の
階
位
に
つ
い
て

ま
ず
韋
提
希
得
忍
の
階
位
に
つ
い
て
、
善
導
は
定
善
示
観
縁
に
お
い
て
韋
提
希
が

獲
得
し
た
階
位
を
「
十
信
中
の
忍
」
で
あ
る
と
し
、「
解
行
已
上
の
忍
」
で
あ
る
と

す
る
説
示
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
良
忠
は
問
答
を
二
つ
設
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
多
是
十
信
中
忍
」
者
、
問
、
爲
許
少
分
通
深
位
忍
。

答
、
不
可
爾
也
。
只
是
經
文
不
説
其
位
。
諸
師
亦
釋
深
位
忍
故
、
且
置
恐
慮
之

言
而
已
。

淨
影
云
「
三
《
應
時
》
下
由
見
心
喜
得
無
生
忍
。
由
知
彼
國
從
心
而
現
、
達
本

無
法
故
得
無
生
。
無
生
理
也
。
慧
心
、
安
理
名
無
生
忍
」｛
具
如
上
引
｝。

天
台
云
「《
即
得
無
生
忍
》、
是
初
住
初
地
」｛
已
上
｝。

問
、
今
家
、
定
判
十
信
無
生
、
有
何
文
理
。

答
、
任
經
大
旨
以
作
此
釋
。
謂
、
夫
人
是
貪
瞋
具
足
凡
夫
故
、
初
得
無
生
。
豈

非
淺
位
哉
。又
此
經
説
凡
夫
往
生
、令
凡
夫
行
定
散
二
善
。其
中
定
善
行
成
之
時
、

所
得
無
生
、若
屬
解
行
已
上
忍
者
、甚
違
此
教
本
意
故
也
（『
浄
全
』
二
、二
八
九

頁
上
）。

一
つ
め
の
問
答
は
善
導
が
「
多
是
十
信
中
忍
」
と
示
す
な
か
に
解
行
已
上
の
深
位

の
忍
を
含
め
る
意
図
が
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、そ
の
意
図
は
無
い
と
示
し
、

経
文
に
は
っ
き
り
と
階
位
は
説
か
れ
ず
、
諸
師
が
深
位
の
忍
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
て
の
説
示
で
あ
る
と
し
、
諸
師
の
解
釈
と
し
て
慧
遠
と
智
顗
の
説
を

引
用
し
て
例
示
し
て
い
る
。

二
つ
め
の
問
答
は
善
導
が
韋
提
希
の
得
忍
を
十
信
中
の
忍
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
善
導
が
韋
提
希
を
あ
く
ま
で
救
済
対
象
者
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
こ
と
、つ
ま
り
善
導
が
韋
提
希
を
凡
夫
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

善
導
は『
観
経
』に「
佛
告
韋
提
希
。汝
是
凡
夫
心
想
羸
劣
。未
得
天
眼
。不
能
遠
觀
。

諸
佛
如
來
有
異
方
便
。
令
汝
得
見
」（『
正
蔵
』
一
二
、三
四
一
頁
下
）
と
あ
る
こ
と

を
受
け
て
韋
提
希
を
凡
夫
で
あ
る
と
し
、
仏
力
に
よ
っ
て
浄
土
を
み
た
と
す
る
。
さ

ら
に
釈
尊
が
「
汝
是
凡
夫
」
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
明
如
來
恐
衆
生
置
惑
、
謂
言
「
夫
人
是
聖
非
凡
」
由
起
疑
故
、
即
自
生
怯
弱
、

然
韋
提
現
是
菩
薩
、
假
示
凡
身
。
我
等
罪
人
無
由
比
及
。
爲
斷
此
疑
故
言
「
汝

是
凡
夫
」
也
（『
浄
全
』
二
、三
三
頁
上
）。

良
忠
は
「
夫
人
是
聖
非
凡
」
に
つ
い
て
問
答
を
設
け
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
し
て
し

ま
う
背
景
を
考
察
し
、『
心
地
観
経
』
を
根
拠
に
示
し
、

依
之
會
今
『
經
』
者
、
爲
引
凡
夫
誣
屬
凡
夫
。
能
引
若
權
、
所
引
何
不
起
此
疑
。
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故
必
生
怯
弱
。
佛
、爲
斷
疑
故
云
「
汝
是
凡
夫
」（『
浄
全
』
二
、二
八
九
頁
下
）。

と
述
べ
、
韋
提
希
を
菩
薩
で
あ
る
と
し
て
い
る
慧
遠
等
の
説
示
を
列
挙
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
も
良
忠
自
身
の
慧
遠
に
対
す
る
積
極
的
な
批
判
は
う
か

が
え
ず
、
慧
遠
の
説
示
は
善
導
が
「
夫
人
是
聖
非
凡
」
と
解
釈
し
て
い
る
諸
師
の
ひ

と
り
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⑦
第
八
像
想
観
の
解
釈

善
導
は
第
八
像
想
観
に
お
い
て
、

言
「
諸
佛
正
遍
知
」
者
、
此
明
諸
佛
得
圓
滿
無
障
礙
智
、
作
意
不
作
意
常
能
遍

知
法
界
之
心
、
但
能
作
想
即
從
汝
心
想
而
現
似
如
生
也
。
或
有
行
者
將
此
一
門

之
義
作
唯
識
法
身
之
觀
、
或
作
自
性
清
淨
佛
性
觀
者
、
其
意
甚
錯
（『
浄
全
』

二
、四
七
頁
下
）。

と
述
べ
、
柴
田
氏
は
こ
の
説
示
に
つ
い
て
「
従
来
、
第
八
像
想
観
が
《
唯
識
法
身
之

觀
》、
あ
る
い
は
《
自
性
淸
淨
佛
性
觀
》
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
」

批
判
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
柴
田
氏
は
善
導
が
こ
こ
に
提
示
す
る
第
八
像

想
観
を
《
唯
識
法
身
之
觀
》《
自
性
淸
淨
佛
性
觀
》
と
解
釈
す
る
人
物
に
つ
い
て
明

ら
か
で
は
な
い
と
す
る（

（（
（

。

良
忠
は
善
導
の
こ
の
説
示
に
対
し
て
注
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、
像
想
観
を
唯
識
法

身
の
観
と
捉
え
る
人
物
と
し
て
次
に
示
す
よ
う
に
慧
遠
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
或
有
行
者
將
此
一
門
」
等
者
、
義
當
淨
影
等
三
師
。

淨
影
云
「
云
何
名
《
作
》、云
何
名
《
是
》。
兩
義
分
別
。
一
就
佛
觀
始
終
分
別
。

始
學
名
作
、
終
成
即
是
。
二
現
當
分
別
。
諸
佛
法
身
與
己
同
體
、
現
觀
佛
時
、

心
中
現
者
即
是
諸
佛
法
身
之
體
名
《
心
是
佛
》。
望
己
當
果
、由
觀
生
彼
名
《
心

作
佛
》」｛
天
台
同
之
｝。

嘉
祥
云
「《
是
心
即
是
三
十
二
相
》
即
是
應
身
。《
是
心
是
佛
》
即
是
法
身
。《
是

心
作
佛
》
即
明
二
身
因
也
」｛
已
上
｝。
此
三
師
解
、
倶
當
唯
識
法
身
之
觀
。

自
性
清
淨
佛
性
觀
者
｛
云
云
｝。

二
種
觀
義
、
出
『
占
察
經
』（『
浄
全
』
二
、三
四
四
頁
下
）。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
良
忠
が
慧
遠
の
説
示
を
引
用
す
る
目
的
の
み
を
考
え
る
な
ら

ば
、
前
述
ま
で
と
同
様
に
善
導
の
批
判
点
の
出
典
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

以
上
、
柴
田
氏
が
整
理
し
た
善
導
の
諸
師
批
判
の
表
現
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
対

応
す
る
『
伝
通
記
』
の
注
釈
箇
所
を
確
認
し
、
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
に
つ
い

て
指
摘
し
た
。

柴
田
氏
が
指
摘
す
る
善
導
の
諸
師
批
判
の
う
ち
、
別
時
意
会
通
以
外
の
批
判
箇
所

と
『
伝
通
記
』
中
の
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら

は
ほ
と
ん
ど
善
導
の
批
判
点
の
典
拠
・
出
典
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
阿
川
氏
は

「
浄
土
列
祖
よ
り
見
た
る
浄
影
」
に
お
い
て
良
忠
が
慧
遠
の
説
を
用
い
た
も
の
と
斥

け
た
も
の
に
つ
い
て
整
理
し
、
斥
け
た
も
の
を
列
挙
す
る
前
に
一
言
し
て
、

三
祖
が
淨
影
説
を
破
し
て
居
ら
れ
る
所
は
、
善
導
が
既
に
破
し
て
居
ら
る
ゝ
問

題
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
（『
今
岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
八
六
一
頁
。）。

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
善
導
が
批
判
し
て
い
る
箇
所
を
整
理
し
て
み
る
と
、

良
忠
は
慧
遠
の
説
示
を
引
用
す
る
も
の
の
、
そ
の
引
用
の
目
的
は
典
拠
・
出
典
と
し

て
用
い
る
こ
と
が
主
で
あ
る
。

で
は
、
良
忠
が
独
自
に
慧
遠
を
批
判
し
て
い
る
箇
所
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

五
、『
伝
通
記
』
に
お
け
る
良
忠
の
慧
遠
批
判
に
つ
い
て

良
忠
自
身
が
慧
遠
の
説
示
を
批
判
す
る
箇
所
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
以
下
の
四
点

ほ
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

批
判
箇
所
①
・
散
善
顕
行
縁

經
「
慈
心
不
殺
」
者
、
問
、
爲
是
十
善
中
不
殺
、
不
。
若
云
十
善
第
一
者
、
經

文
別
擧
修
十
善
業
。
故
知
、
別
也
。
故
淨
影
云
「《
孝
養
父
母
奉
事
師
長
》
敬

八
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上
行
也
。《
慈
心
不
殺
》
慈
下
行
也
。《
修
十
善
業
》
是
其
止
行
」｛
天
台
亦
同
｝。

若
云
十
善
外
者
、
不
殺
之
體
、
彼
此
不
異
。
何
云
別
乎
。

答
、
諸
師
異
解
、
不
及
會
通
。
今
家
所
判
、
不
殺
勝
故
、
上
別
擧
之
。
非
云
別

體
。
故
以
後
二
句
同
屬
慈
下
行
。

又
第
四
卷
釋
「
慈
心
不
殺
」
云
「
最
上
勝
妙
之
戒
也
」｛
已
上
｝。
知
、屬
十
善
戒
。

又
靈
芝
云
「
上
二
句
報
恩
行
。《
父
母
》
生
育
恩
。《
師
長
》
教
導
恩
。
下
二
句

離
惡
行
。
不
殺
爲
十
善
之
首
。
故
特
標
之
」｛
已
上
｝（『
浄
全
』二
、二
七
八
頁
上
）。

批
判
箇
所
②
・
第
六
宝
楼
観

問
、於
當
觀
中
可
觀
四
境
。
云
「
總
觀
想
」
故
。
如
云
地
想
等
。
故
淨
影
云
「
下

第
六
門
、
是
其
總
觀
。
文
別
有
四
。
一
辨
觀
相
、
二
總
結
之
、
三
明
觀
益
、
四

辨
觀
邪
正
。
初
中
有
四
。
一
觀
寶
樓
、
二
樹
、
三
地
、
四
觀
寶
池
。
就
觀
樓
中
、

初
正
觀
樓
、
次
觀
樓
上
及
虚
空
中
多
諸
音
樂
、
後
結
成
相
《
名
爲
粗
見
》」｛
嘉

祥
・
天
台
等
亦
同
之
｝。

答
、『
經
』
明
觀
想
中
、
都
不
擧
餘
境
。
纔
至
觀
成
始
出
四
境
。
諸
師
所
判
、

大
違
經
文
。
何
離
經
説
恣
成
義
道
。
地
・
樹
・
池
・
樓
、
前
後
別
觀
。
何
至
于

此
重
觀
前
境
。
不
如
依
『
經
』
信
證
定
『
疏
』。
餘
蘭
菊
義
、
人
情
而
已
。
但

總
觀
想
名
通
攝
四
觀
。
文
在
於
此
、
義
通
上
二
。
前
三
雖
非
當
觀
、
樓
觀
成
時
、

同
見
四
境
。
由
此
義
故
名
總
觀
想
。
今
解
釋
中
名
寶
樓
觀
不
言
總
觀
、
良
有
以

耳
（『
浄
全
』
二
、三
三
四
頁
下
）。

批
判
箇
所
③
・
第
九
真
身
観

問
、『
經
』
既
説
數
。
何
無
其
實
。
故
淨
影
云
「
觀
大
小
中
、
句
別
有
五
。
一

觀
身
大
小
。
高
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
。
二
毫
相
大
小
。
如
五
須
彌
山
。

須
彌
擧
高
三
百
三
十
六
萬
里
。縱
廣
亦
然
。彼
佛
毫
相
、過
此
五
倍
。三
眼
大
小
。

如
四
大
海
。
準
此
白
毫
及
眼
大
小
、
以
度
其
身
、
身
量
太
長
。
準
身
度
其
白
毫

及
眼
、
其
量
太
小
。
是
事
云
何
。
凡
是
世
人
身
五
尺
者
、
一
寸
之
眼
。
身
於
其

眼
不
過
長
短
五
六
十
倍
。
佛
亦
應
然
。
無
量
壽
佛
眼
如
四
大
海
。
一
海
縱
廣
八

萬
四
千
由
旬
。
四
海
合
有
三
十
三
萬
六
千
由
旬
。
身
過
其
眼
、
五
六
十
倍
。
假

令
極
多
無
出
百
倍
。
何
縁
、
佛
身
得
長
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
。
準
眼

定
身
、
正
長
六
十
萬
億
那
由
他
由
旬
。
言
《
恒
河
沙
》
者
、
或
傳
譯
者
謬
而
置

之
。
若
身
實
長
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
、
白
毫
及
眼
、
便
是
極
小
。
當

亦
是
其
傳
者
謬
矣
」｛
天
台
亦
同
｝。

答
、
聖
境
自
在
更
無
一
準
。
何
定
量
乎
。
故
『
經
』
雖
似
説
其
數
量
、
但
標
大

猷
未
必
寸
尺
。
他
師
會
通
、以
情
定
量
。
頗
難
依
用（『
浄
全
』二
、三
四
九
頁
上
）。

批
判
箇
所
④
・
第
十
四
中
輩
観
（
中
品
下
生
）

問
、
淨
影
云
「
中
輩
三
人
有
見
・
不
見
。
中
上
・
中
中
二
人
見
佛
、
中
下
不
見
。

以
行
劣
故
」。
又
感
師
引
有
釋
云
「
中
品
三
人
、
佛
、
以
大
慈
大
悲
、
臨
終
之

時
而
來
迎
接
。
非
是
本
願
故
、中
品
下
生
者
佛
不
來
迎
。
非
是
經
文
脱
也
」｛
憬

興
自
義
、
同
之
｝。

答
、
此
等
所
解
、
違
十
一
門
。
何
依
用
之
（『
浄
全
』
二
、四
一
九
頁
下
～

四
二
〇
頁
上
）。

一
見
し
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
問
答
中
、
問
い
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
が
示
す
こ
と
は
、実
際
に
慧
遠
（
も
し
く
は
「
同
」

と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
諸
師
）
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
経
文
を
解
釈
し
て
い

た
人
物
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

良
忠
が
こ
れ
ら
の
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
理
由
を
考
え
る
な
ら
ば
、
波
線
を
引
い

た
一
文
や
そ
の
あ
と
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
経
文
や
善
導
の
教
義
と

相
違
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
本
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
良
忠
の
慧
遠
批
判
の
問
題
点
は
、
単
純

に
「
経
文
や
善
導
の
教
義
と
相
違
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
善
導
の
解
釈
よ
り
も

そ
れ
ら
の
説
示
に
依
っ
て
い
る
人
物
等
が
い
る
と
い
う
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
良
忠
自
身
の
慧
遠
批
判
が
少
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、慧
遠
の
『
観
経
』

解
釈
に
対
す
る
批
判
は
す
で
に
善
導
自
身
が
行
っ
て
い
る
た
め
、
良
忠
は
改
め
て
慧

遠
の
説
示
を
批
判
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

一
〇

お
わ
り
に

本
論
に
お
い
て
は
『
伝
通
記
』
に
お
け
る
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
引
用
に
つ
い
て

言
及
し
た
。
善
導
が
諸
師
の
批
判
を
行
う
内
容
は
、
善
導
に
と
っ
て
許
容
さ
れ
得
な

い
教
義
上
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
良
忠
は
そ
の
よ
う
な
批
判
箇
所
の
注
釈
に
お
い
て

慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
説
示
を
引
用
す
る
も
の
の
、
積
極
的
な
批
判
は
行
わ
ず
、
善

導
の
批
判
の
典
拠
と
し
て
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
良
忠
は
慧
遠
を
「
釈
義
の
高
僧
」
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
経
文
・
疏
文
の

語
句
解
釈
に
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
の
解
釈
を
引
用
し
、
ま
た
善
導
に
そ
の
経
文
の
解

釈
が
な
け
れ
ば
代
釈
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
阿
川
氏

が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
用
ふ
べ
き
は
之
を
用
ひ
ら
れ
た
」
の
で
あ
ろ
う
。
良
忠
が
自

身
で
積
極
的
に
批
判
を
行
う
こ
と
は
少
な
く
、
批
判
的
に
用
い
ら
れ
る
箇
所
は
問
答

中
の
問
い
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
慧
遠
に
対
す
る
批
判
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
そ
の
説
示
に
依
拠
し
て
善
導
の
『
観
経
』
解
釈
と
は
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る

者
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

良
忠
当
時
の
法
然
門
流
に
お
け
る
異
義
蘭
菊
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
そ
れ
ら
の
異
義
に
対
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
他
の
諸
師
の
説
示

を
引
用
す
る
場
合
で
も
共
通
の
姿
勢
で
あ
り
、
良
忠
の
注
釈
の
基
本
的
態
度
と
も
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
と
考
え
る（

（（
（

。

註
（1）
結
城
令
聞
「
観
経
疏
に
お
け
る
善
導
釈
義
の
思
想
史
的
意
義
」（
塚
本
善
隆
博

士
頌
寿
記
念
『
仏
教
史
学
論
集
』
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
会
、
一
九
六
一
年
）。

結
城
氏
は
真
宗
系
の
学
僧
・
霊
暀
の
『
仏
説
観
無
量
寿
経
講
義
』
に
示
さ
れ
る

善
導
と
諸
師
と
の
二
二
項
目
の
相
違
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（2）
大
原
性
実
『
善
導
教
学
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
四
三
年
。
大
原
氏
は
諸

師
と
善
導
と
の
釈
義
対
校
を
行
い
、
結
城
氏
が
採
り
上
げ
た
霊
暀
の
相
違
点
・

二
二
項
目
を
整
理
し
て
い
る
。

（3）
『
今
岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』（『
浄
土
学
』
五
・
六
、一
九
三
三
年
）。

（4）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
一

～
二
四
八
頁
。

（5）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
四
七
～
二
四
八
頁
。

（6）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
四
八
～
二
六
四
頁
。

（7）
な
お
、
今
回
引
用
の
数
を
数
え
る
に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
に
原
文
を
引
か
ず
、

他
の
諸
師
の
説
示
を
引
い
た
後
「
浄
影
之
に
同
じ
」
な
ど
と
示
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
も
引
用
と
同
様
に
扱
い
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

ま
た
、『
序
分
義
記
』
一
に
お
い
て
、

淨
影
大
師
義
兼
兩
向
。
故
與
今
師
亦
同
亦
異
。

謂
彼
疏
云
「
一
時
已
下
義
雖
兩
兼
。
對
前
一
向
證
信
序
故
。
自
下
偏
就
發

起
以
釋
」。

又
同
大
經
疏
云「
一
時
已
下
義
有
兩
兼
。
取
其
本
事
發
起
之
義
判
屬
發
起
。

阿
難
引
來
證
誠
可
信
。
名
爲
證
信
。
義
既
兩
兼
。
不
可
偏
取
」｛
已
上
｝（『
浄

全
』
二
、二
二
〇
頁
下
）。

と
し
て
『
観
経
義
疏
』
に
続
い
て
『
無
量
寿
経
義
疏
』
を
引
く
箇
所
が
あ
る
が
、

『
無
量
寿
経
義
疏
』
と
し
て
引
い
て
い
る
一
文
は
実
際
に
確
認
し
て
み
る
と
『
観

経
義
疏
』
の
文
で
あ
る
た
め
、
出
典
確
認
の
結
果
、『
観
経
義
疏
』
の
引
用
と

し
て
数
え
た
。

（8）
『
浄
全
』
二
、一
六
五
頁
下
～
一
六
七
頁
上
。

（9）
拙
稿
「
良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て―

―

元
照

『
観
経
新
疏
』
を
中
心
に―

―

」（『
佛
教
論
叢
』
五
四
掲
載
予
定
）
参
照
。

（10）
「
言
上
上
者
是
四
地
至
七
地
已
來
」
者
、
四
・
五
・
六
地
以
爲
上
上
。
欲
取
六
地

滿
故
、
云
「
至
七
地
」。
故
彼
『
疏
』
云
「
大
乘
人
中
四
地
已
上
説
爲
上
上
。

生
彼
即
得
無
生
忍
故
。
無
生
七
地
。
理
實
於
中
亦
有
多
時
得
無
生
者
。
經
言《
即

得
》、
就
勝
爲
言
」｛
已
上
｝。
此
約
『
仁
王
』
五
忍
無
生
、
而
釋
之
也
（『
浄
全
』



良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て

一一


二
、一
六
九
頁
上
～
一
七
三
頁
上
）
な
ど
。

（11）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
五
七
～
二
五
九
頁
。

（12）
『
浄
全
』
二
、二
四
六
頁
上
～
二
四
七
頁
下
。

（13）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
六
〇
～
二
六
一
頁
。
な
お
、
柴
田
氏
は
同

著
・
第
十
章
に
浄
土
論
を
論
じ
る
な
か
、
第
四
節
に
お
い
て
「
唯
識
法
身
之
観
」

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
柴
田
氏
は
善
導
『
観
経
疏
』
に

用
い
ら
れ
る
「
唯
識
」
と
い
う
述
語
を
真
諦
訳
を
典
拠
と
す
る
も
の
と
仮
定
し

て
、そ
の
出
典
と
し
て
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
を
指
摘
し
、

そ
の
影
響
下
に
あ
る
慧
遠
『
大
乗
義
章
』・
八
識
義
を
中
心
に
整
理
し
論
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
唯
識
法
身
の
観
」
を
阿
梨
耶
識
と
如
来
蔵
が
同

一
識
で
あ
る
見
解
と
し
て
、
当
時
の
一
般
的
な
心
意
識
説
で
あ
っ
た
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
学
説
を
有
す
る
具
体
的
な
人
名
ま
で
は
提
示
し
得
な

い
と
し
な
が
ら
も
、『
起
信
論
』
お
よ
び
地
論
・
摂
論
系
統
に
依
拠
し
た
視
点

か
ら
『
観
経
』
解
釈
を
行
っ
た
人
物
を
想
定
し
て
い
る
。

（14）
今
回
、
批
判
箇
所
と
し
て
指
摘
し
た
内
容
の
対
論
者
ま
で
は
検
討
し
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。


